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研究概要 

＜腎グループ＞IgA腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研

究（厚生労働省科学研究，小児 IgA 腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげ

ている。IgA 腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport 症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・

形態学的手法を用いた病態解析を行っている。 

＜循環器グループ＞先天性心疾患の循環動態の診断に，非観血的検査である核磁気共鳴画像・位相画像法

の有用性を確立した。川崎病の研究では，溶連菌外毒素の一つである SPEC がスーパー抗原として関与し

ていることをつきとめ，スーパー抗原によるポリクローナルな T 細胞活性化から血管平滑筋に対する自己

抗体（IgA・IgM 画像）の産性が誘導され，これが発症に関与していることを発見し，その同定を急いで

いる。また，PAF アセチルハイドラーゼ遺伝子多型と川崎病の重症度の相関を報告した。 

＜神経グループ＞神経疾患の客観的評価の研究やビデオ・脳波システム，長時間脳波記録装置の導入によ

り，発作性疾患（てんかん）の臨床的特徴を検討している。また，急性脳炎・脳症の病態生理の臨床的，

基礎的研究に取り組んでいる。基礎的研究として代謝異常の遺伝子解析の共同研究を行っている。心身症

の臨床と研究に取り組んでいる。 

＜血液腫瘍グループ＞血液悪性腫瘍グループでは，急性白血病，神経芽腫などの小児がんに関するグルー

プスタディに参加し，治療研究を行っている。また，造血幹細胞移植を併用した大量化学療法，細胞療法

に取り組んでいる。小児がん発生とがん抑制遺伝子の遺伝子多型との関係，血球貧食症候群における

Perforin 遺伝子解析・CTLA-4 遺伝子多型の解析を行っている。 

＜未熟児・新生児グループ＞新生児人工換気療法は換気に伴う圧ないし量によって生じる慢性肺疾患をい

かに軽減するかが最も重要な課題となっている。その目的に添う換気方法として高頻度人工換気，patient 

triggered ventilation に取り組んでいる。また，気管支肺異形成症におけるレニン-アンジオテンシン

の関与を胎児肺線維芽細胞に対する伸展刺激により検討している。新生児遷延性肺高血圧は肺低形成を伴

う場合は治療困難であるが，胎便吸引症候群や一過性多呼吸症候群には一酸化窒素吸入療法が奏功する場

合も多く，当院 NICU では早期より一酸化窒素吸入療法を導入し，効果をあげている。 

＜染色体グループ＞先天性異常疾患の診断，患者家族への支援（遺伝相談・療育・カウンセリング）を主

目的としている。ダウン症の医学管理及び重症度判定を行っている。 
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Meeting of the American Society of Nephrology, Nov. 2-Nov. 5, 2007 in San Francisco, USA 

14. Nozu K, Kaito H, Nakanishi K, Yoshikawa N, Iijima K, Matsuo M: Molecular Analysis of Digenic 

Inheritance in Type IV Bartter Syndrome Phenotype. J Am Soc Nephrol 18: 616A, 2007 40th Annual 

Meeting of the American Society of Nephrology, Nov. 2-Nov. 5, 2007 in San Francisco, USA 

15. Masumi Okuda, Eikichi Miyashiro, Noriyuki Aoyagi, Yasuo Oomatsu, Tomomi Tsuji , Mina Booka , 

Michio Koike: Acquisition time of Helicobacter pylori infection in early childhood in Japan. 

The 6th Annual Conference of Japan - China-Korea Joint Meeting on Helicobacter 

Infection.2007.2. Pusan,Korea 

16. M Okuda, E Miyashiro, N Aoyagi, H Oomatsu, T Tsuji, M Booka, Y Fukuda, T Fujioka ,T  Nakazawa： 

Acquisition time of Helicobacter pylori infection and trial of prevention in early childhood 

in Japan.20th International Workshop on Helicobacter and Related Bacteria in Chronic Digestive 

Inflamation.2007.9.Istanbul 

17. T Tsuji，M Okuda，M Booka， N Aoyagi，E Miyashiro，Y Fukuda，M Koike：XXth International Workshop 

on Helicobacter and related bacteria in chronic digestive inflammation．Prevalence and factors 

influencing the Helicobacter pylori infection in Japanese children 

 

b）シンポジウム、学術講演等 

1. 紀平省悟：子どもの心的外傷．第 29 回和歌山小児神経研究会/第 1 回小児成育医療支援室研修会，

2007.1．和歌山 

2. 紀平省悟：子どもの情動制御とトラウマ．第 38 回和歌山県学校医研修会，2007.1．和歌山 



3. 紀平省悟：愛着形成と情緒．第 5 回こどもの心とからだを考える会，2007.1．大阪 

4. 樋口隆造，熊谷 健，杉本卓也：新生児蘇生法・2005 改訂を中心に．第 27 回和歌山周産期医学研究

会，2007.2．和歌山 

5. 鈴木啓之：小児科領域における先天性・後天性心疾患の心エコー診断のポイント．日本超音波学会 第

33 回関西地方会学術集会 講習会 2007.2．和歌山 

6. 南 弘一：ワークショップ「腸管感染症の重症合併症」WS-2 サルモネラ脳症．第 3 回日本小児消化

管感染症研究会，2007.2．大阪 

7. 中西浩一，吉川徳茂：ネフローゼ症候群のガイドラインについて．第 35 回大阪小児腎研究会，2007.2．

大阪 

8. 奥田真珠美：小児の H.pylori  感染診断の問題点と実際の方法．Hyougo Helicobacter club 2007，

2007.3．兵庫 

9. 吉川徳茂：小児 IgA 腎症の治療．シンポジウム「IgA 腎症の治療」第 50 回日本腎臓学会学術総会，

2007.5．静岡 

10. 南 弘一：こどもの病気〜急を要する病気、感染する病気〜．厚生労働省委託事業和歌山県こども緊

急サポートネットワーク，2007.5．和歌山 

11. 紀平省悟：発達障害（自閉症を中心に）． 有田地区病診連携懇話会，2007.5．和歌山 

12. 吉川徳茂：IgA 腎症の臨床研究．シンポジウム「Evidence となる臨床研究を行うために」第 42 回日

本小児腎臓病学会学術集会，2007.6．神奈川 

13. 中西浩一：小児の腎疾患と腎生検の適応〜学校検尿のフォローについて〜．南紀小児科カンファレン

ス 2007.6．和歌山 

14. 紀平省悟：こどものこころとからだ．保田小学校学校保健委員会，2007.6．和歌山 

15. 青柳憲幸：インフルエンザに伴う異常行動について．第 5 回紀ノ川小児科病診連携勉強会，2007.6．

和歌山 

16. 鈴木啓之：小児救急医療システムの構築．シンポジウム「和歌山県における新たなる救急医療体制の

構築」第 75 回和歌山医学会総会・学術集会，2007.7．和歌山 

17. 南 弘一：中学生の健康問題．大阪府阪南市貝掛中学校 校内研修，2007.7．大阪 

18. 紀平省悟：医療的ケアの現状と課題．県立たちばな養護学校職員研修会， 2007.7．和歌山 

19. 紀平省悟：子どもの心と体．有田郡湯浅町田地区家庭教育学級（湯浅町田地区公民館事業），2007.7．

和歌山 

20. 南 弘一：病気の子どもについて（基礎的理解）．プレイリーダー講習会，2007.8．和歌山 

21. 南 弘一：難病の子どもの早期療育、早期医療．平成 19 年度病弱児教育研修講座（みはま養護学校），

2007.10．和歌山 

22. 中西浩一，吉川徳茂：小児 IgA 腎症治療ガイドラインについて．第 24 回中国四国小児腎臟病学会，

2007.10．山口 

23. 奥田真珠美：子どものおなかの病気．第 3 回和歌山小児科医会 和歌山子ども健康セミナー，2007.10．

和歌山 

24. 鈴木啓之：川崎病既往者の問題点と生活管理 第 3 回那賀医師会学術講演会 2007.11．和歌山 

25. 紀平省悟：情動コントロールと発達：アタッチメント理論を中心に． 和歌山療育研究会，2007.11．

和歌山 

26. 紀平省悟：暴力被害にどう向き合い援助していくか 〜 病院小児科における経験．第 5 回有田地方

スクーリング・サポート・ネットワーク研究シンポジウム，2007.11．和歌山 

27. 中西浩一：小児の腎疾患と腎生検の適応〜学校検尿のフォローについて〜．第 73 回神戸小児臨床研

究会，2007.12．兵庫 

28. 神波信次：小児がん－学校や日常生活の注意点－．和歌山県こども・難病支援センター こどもの難

病講演会，2007.12．和歌山  

29. 柳川敏彦，北野尚美，中村安秀：1.アジアにおける 子ども虐待防止ネットワークの構築 ‐ CANAL 

Project ‐  Child Abuse and Neglect in Asian League  2. 日本の子育ての現状．日本子ども虐待



防止学会第 13 回学術集会みえ大会国際シンポジウム「アジアの子育て、虐待対応から学ぶこと」，

2007.12．三重 

 

c）全国学会 

1. 奥田真珠美，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉，辻 知見，坊岡美奈：ワークショップ，「H. pylori 感

染の疫学」：４．「小児の H. pylori  感染率と乳幼児の感染時期の検討．単一検査の問題点を含めて」．

第 10 回日本小児 H.pylori 研究会，2007.3．東京 

2. 田村 彰，南 弘一，木岡直美，吉川徳茂，柳川敏彦：単純ヘルペス 1 型による脳梁膨大部に可逆性

病変を有する脳症を発症した 1 男児例．第 110 回日本小児科学会学術集会，2007.4．京都 

3. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：急速進行性糸球体腎炎の一例．第 110 回日本

小児科学会学術集会，2007.4．京都 

4. 平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造：頭蓋内出血を合併した ELBW の晩期循環不

全に長期経口ステロイドが有効であった２例．第 110 回日本小児科学会学術集会，2007.4．京都 

5. 小林弘典，長谷川有紀，遠藤 充，山田健治，山口清次，南 弘一，長崎啓祐，大浦敏博：尿中アシル

カルニチン分析を用いたカルニチン欠乏症の鑑別診断の試み．第 110 回日本小児科学会学術集会，

2007.4．京都 

6. 北野尚美，中村安秀，柳川敏彦，吉川徳茂：アジア的視点に立った児童虐待予防のためのアジアの隣

人ネットワーキングの成果報告．第 110 回日本小児科学会学術集会，2007.4．京都 

7. 辻 知見，奥田真珠美，坊岡美奈，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉，小池通夫，吉川徳茂：Helicobacter 

pylori感染児における血清pepsonogen値とⅠ/Ⅱ比の検討．第110回日本小児科学会学術集会，2007.4．

京都 

8. 坊岡美奈，奥田真珠美，小林 寅，宮代英吉，辻 知見，吉川徳茂：H.pylori 便中抗原研究会コメデ

ィカル分科会， 日高川町美山地区における 0 歳から 15 歳における Helicobacter pylori 感染率の

検討. 第 110 回日本小児科学会 学術集会，2007.4．京都 

9. 坊岡美奈，吉川徳茂，奥田真珠美，宮代英吉，辻 知見：日高川町美山地区における０歳から 15 歳児

における Helicobacter pylori 便中抗原陽性率の検討．第 109 回日本小児科学会学術集会，2007.4．

京都 

10. 中西浩一，崎山美知代，島 友子，戸川寛子，尾鼻美奈，野津寛大，田中亮二郎，飯島一誠，吉川徳

茂：血管性紫斑病における腎炎発症と intercellular adhesion molecule-1(ICAM-1)遺伝子多型 K469E

の関与．第 50 回日本腎臓学会学術総会，2007.5．静岡 

11. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：Graves 病が原因と考えられる二次性膜性腎

症．第 42 回日本小児腎臓病学会学術集会，2007.6．神奈川 

12. 戸川寛子，中西浩一，島 友子，尾鼻美奈，野津 寛大，田中亮二郎，飯島一誠、吉川徳茂：ベロ毒素

産生型腸管出血性大腸菌性溶血性尿毒症症候群における MDR1 遺伝子多型の関与．第 42 回日本小児腎

臓病学会学術集会，2007.6．神奈川 

13. 野津寛大，貝藤裕史，神田杏子，中西浩一，吉川徳茂，上辻秀和，神田祥一郎，林 良樹，志水信彦，

里村憲一，飯島一誠，松尾雅文：日本人 3 型 Bartter 症候群患者 5 例における遺伝子型および表現型

に関する研究．第 42 回日本小児腎臓病学会学術集会，2007.6．神奈川 

14. 神田杏子，野津寛大，貝藤裕史，松尾雅文，中西浩一，吉川徳茂，飯島一誠：小手術後の一過性血漿

抗利尿ホルモン分泌亢進に関する研究 医原性低ナトリウム血症および術後嘔気嘔吐症発症機序に

関する考察．第 42 回日本小児腎臓病学会学術集会，2007.6．神奈川 

15. 亀井宏一，飯島一誠，服部新三郎，本田雅敬，中西浩一，吉川徳茂：カクテル療法を終了した小児の

びまん性 IgA 腎症の最終観察での蛋白尿残存に寄与する因子の検討．第 42 回日本小児腎臓病学会学

術集会，2007.6．神奈川 

16. 奥田真珠美，坊岡美奈，辻 知見，青柳憲幸，宮代英吉，福田能啓：乳幼児のヘリコバクター・ピロ

リ感染時期と感染予防の試み．第 13 回日本ヘリコバクター学会，2007.6．滋賀 

17. 坊岡美奈，奥田真珠美，辻 知見，青柳憲幸，宮代英吉，小池通夫，小林 寅，福田能啓：美山地区に



おける０歳から１５歳児における Helicobacter pylori 便中抗原陽性率の検討．第 13 回日本ヘリコ

バクター学会，2007.6．滋賀 

18. 樋口隆造，杉本卓也，平松知佐子，熊谷 健，奥谷貴弘，八木重孝，南佐和子：摂食障害の母体と共

に偽性 Bartter 症候群を呈した低出生体重児の 4 例．第 43 回日本周産期・新生児医学会，2007.7．

東京 

19. 熊谷 健，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂：正常新生児の便中 pＨと分娩様

式との関係．第 43 回日本周産期・新生児医学会，2007.7．東京 

20. 鈴木啓之，武内 崇，渋田昌一，末永智浩，南 孝臣，吉川徳茂：γグロブリン大量療法不応症例にお

ける T 細胞活性化の検討．第 43 回日本小児循環器学会総会，2007.7．東京 

21. 奥谷貴弘，平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，樋口隆造，吉川徳茂：脳低温療法を施行した重症仮死

児の臨床像と短期予後．第 43 回日本周産期・新生児医学会，2007.7．東京 

22. 田村 彰，南 弘一，木岡直美，柳川敏彦，吉川徳茂：小児自己免疫性溶連菌関連性神経精神障害（PANDAS）

と考えられた女児例．第 49 回日本小児神経学会，2007.7．大阪 

23. 南 孝臣，濱 武継，渋田昌一，末永智浩，武内 崇，鈴木啓之，吉川徳茂：ダウン症の Eisenmenger

症候群に対するボセンタンの有効性．第 43 回日本小児循環器学会総会，2007.7．東京 

24. 平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造：頭蓋内出血を合併した ELBW の晩期循環不

全に長期経口ステロイドが有効であった２例．第 110 回日本小児科学会学術集会，2007.7．東京 

25. 熊谷 健，比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造：新生児仮死における上大静脈

血流量の検討．第 5 回周産期循環管理研究会，2007.9．愛知 

26. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：ACE 阻害薬の関与により急性腎前性腎不全を

来たしたと考えられる Alport 症候群の一例．第 29 回日本小児腎不全学会学術集会，2007.9．愛媛 

27. 内海みよ子，南 弘一，田島準子，坪倉佳澄，北野景子，柳川敏彦，吉川徳茂：小児成育医療支援室

の実態と今後の課題 〜連携と支援〜．第 54 回日本小児保健学会，2007.9．群馬 

28. 北野尚美，柳川敏彦，吉川徳茂，中村安秀：地域医療における子ども虐待対応能力の向上を目指した

モデルの提案－病院-診療所連携システム・地域連携室と子ども虐待防止ネットワーキング－．第 54

回日本小児保健学会，2007.9．群馬 

29. 末永智浩，鈴木啓之，渋田昌一，武内 崇，吉川徳茂，南 孝臣：川崎病急性期患児の便中スーパー

抗原遺伝子の検討． 第 27 回日本川崎病研究会，2007.10.  東京 

30. 吉益 哲，南 孝臣，濵 武継，末永智浩，渋田昌一，武内 崇，鈴木啓之，吉川徳茂：川崎病急性期患

者における血中 MxA 蛋白測定の有用性．第 27 回日本川崎病研究会，2007.10．東京 

31. 杉本卓也，平松知佐子，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造：胎盤血管腫による胎児心不全の 2 例．第 52

回日本未熟児新生児学会，2007.11．香川 

32. 熊谷 健，比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造：新生児仮死における上大静脈

血流量の検討．第 52 回日本未熟児新生児学会，2007.11．香川 

33. 比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造：自然退縮している先天性脳幹

部腫瘍の 1 例．第 52 回日本未熟児新生児学会，2007.11．香川 

34. 坊岡美奈，奥田真珠美，宮代英吉，辻 知見：和歌山県日高地方における 0 歳から 19 歳児における

Helicobacter pylori 便中抗原陽性率の検討．第 39 回日本小児感染症学会，2007.11．神奈川 

35. 泉 鉉吉，坊岡美奈，南 孝臣：Norovirus の関与が示唆された急性脳症の 2 例．第 39 回日本小児感

染症学会，2007.11．神奈川 

 

36. 津野嘉伸，神波信次，芳山 恵，吉川徳茂：RIST，UCBT を施行した家族性血球貪食症候群（FHLH-3）

の 1 例．第 49 回日本小児血液学会・第 23 回日本小児がん学会合同総会，2007.12．宮城 

37. 北野尚美，柳川敏彦，中村安秀，平尾恭子，吉川徳茂：日本人家庭における親から子への不適切な行

為に関する実態調査．日本子どもの虐待防止学会第 13 回学術集会，2007.12．三重 

 

d）地方学会 



1. 森 一成，池田剛司，山家宏宣，村上裕子，岡本江里子，腰田典也，西浦 綾，田村糸央里：病診連携

に関する我々の取り組み～第五回那賀地域医療ネットワーク連携会議について～．第 2 回日本医療マ

ネジメント学会和歌山地方会  2007.1．和歌山 

2. 山家宏宣，辻 直樹 当院で経験したノロウイルスの院内感染の報告 第 2 回日本医療マネジメント

学会和歌山地方会 2007.1．和歌山 

3. 田村 彰, 南 弘一, 吉川徳茂，桧皮谷朋子，野田英作，山家宏宣：海馬病変を有する頻回痙攣を

伴う急性脳炎（AERRPS）の 1 男児例．第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．和歌山 

4. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂，瀧藤克也，中森幹人，合田太郎，北野尚美，

紀平省吾：腹腔内膿瘍を形成した Henocho-Shönelein 紫斑病の 1 男児例 第 147 回日本小児科学会和

歌山地方会。2007.2．和歌山 

5. 宮脇正和，大谷陽子，津野嘉伸，濵 武継，向山弘展，泉 鉉吉，吉益 哲，南 孝臣，番 浩：社会保

険紀南病院における過去 9 年間の入院患者数、新生児管理数、および外来受診患者数の変遷．第 147

回日本小児科学会和歌山地第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．和歌山 

6. 熊谷 健，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂：在宅酸素療法で退院した児の検

討．第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．和歌山 

7. 武内 崇，末永智浩，渋田昌一，鈴木啓之，吉川徳茂，津田祐子，辻 知見，岩橋誠司：小学校入学

時の心電図検診で発見された肥大型心筋症の男児例．第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．

和歌山 

8. 楠本浩貴，吉益 哲，濵 武継，津野嘉伸，向山弘展，泉 鉉吉，宮脇正和，南 孝臣，番 浩： 学童

期に診断された膀胱尿管逆流(VUR)の 2 例．第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．和歌山 

9. 松島智慧，大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉：2006／07 冬季に入院を要したノロウイル

ス胃腸炎の臨床像．第 147 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.2．和歌山 

10. 渋田昌一，武内 崇，末永智浩，鈴木啓之，吉川徳茂，山家宏宣：新生児期にショック状態となり診

断された WPW 症候群の 1 例．第 20 回近畿小児科学会，2007.3．和歌山 

11. 中山京子，神波信次，芳山 恵，吉川徳茂，上中智香子，山本有紀，太田文典，吉増達也：NF-1 に合

併した MPNST の 13 歳男児例．第 20 回近畿小児科学会，2007.3．和歌山 

12. 田村 彰，南 弘一，木岡直美，吉川徳茂，柳川敏彦：急性脳症で脳梁膨大部に可逆性病変を示した 7

歳男児例．第 20 回近畿小児科学会，2007.3．和歌山 

13. 平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂，野田英作，桧皮谷朋子，山家宏

宣：コクサッキーB2 ウイルス感染による新生児血球貪食症候群の２例．第 20 回近畿小児科学会，

2007.3．和歌山 

14. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：低補体血症，凝固異常を伴った Thin membrane 

disease の二卵生双生児例．第 20 回近畿小児科学会，2007.3．和歌山 

15. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：腹腔内膿瘍を形成した Henocho-Shönelein 紫

斑病の 1 男児例 第 35 回近畿小児腎臓病研究会 2007.3．大阪 

16. 中山京子，神波信次，芳山 恵，吉川徳茂：造血回復期に致死的高アンモニア血症を合併した急性骨

髄性白血病の 1 例．第 29 回近畿小児がん研究会，2007.3．大阪 

17. 末永智浩，鈴木啓之，武内 崇，渋田昌一，吉川徳茂，山家宏宣，野田英作，番 浩，南 孝臣：2003

年～2006年の川崎病ガンマグロブリン大量療法不応症例の検討．第31回近畿川崎病研究会，2007. 3．

大阪 

18. 北野尚美，中村安秀，柳川敏彦：アジア的視点に立った児童虐待予防のためのアジアの隣人ネットワ

ーキングの成果報告．第 25 回日本国際保健医療学会西日本地方会，2007.3．名古屋 

19. 大松泰生，奥田真珠美，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉，辻 毅，谷口勝俊：毛髪胃石の 1 女児例.

第 20 回近畿小児科学会，2007.3．和歌山 

 

20. 奥田真珠美，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉：乳幼児のヘリコバクター・ピロリ感染時期と感染予防

の試み．第 29 回 和歌山感染症化学療法研究会，2007.4．和歌山 



21. 坊岡美奈，奥田真珠美，辻 知見，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉，小池通夫，吉川徳茂，一瀬雅夫：

Helicobacter pylori 感染児における血清 pepsonogen 値とⅠ/Ⅱ比の検討．第 29 回 和歌山感染症

化学療法研究会，2007.4．和歌山 

22. 大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉： 気管支炎で採血時にトランスアミラーゼの上昇に気

づかれ、以後、増悪、軽快をくり返す１０か月の女児例．大阪小児消化器病懇話会，2007.5．大阪 

23. 比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，末永智浩，渋田昌一，奥谷貴弘，武内 崇，鈴木啓之，

樋口隆造，吉川徳茂：肺動脈弁狭窄症を合併した双胎児間輸血症候群受血児の 1 例．第 148 回日本小

児科学会和歌山地方会，2007.6．和歌山 

24. 渋田昌一，武内 崇，末永智浩，鈴木啓之，吉川徳茂，久保隆史，財田滋穂，赤阪隆史，岩崎安博，

篠崎正博：持久走中の心肺停止から後遺症なしに救命された 1 中学女子例．第 148 回日本小児科学会

和歌山地方会，2007.6．和歌山 

25. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：長期の経過で典型的膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)

に至った非典型的 MPGN の一例．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.6．和歌山 

26. 濵 武継，宮脇正和，坊岡美奈，泉 鉉吉，矢田菜穂子，吉益 哲，南 孝臣，番 浩：抗 HPA-4b 抗体に

より発症した新生児同種免疫性血小板減少性紫斑病の 1 例．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会，

2007.6．和歌山 

27. 山家宏宣，野田英作，小森有紀，向山弘展：深夜に救急車で来院する子どもは重症か？－過去 3 年間

の深夜救急車搬送例の検討－．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.6．和歌山 

28. 南 弘一，柳川敏彦，古屋万里，大西真美，坪倉佳澄，辰 郷子，内海みよ子，吉川徳茂，田島準子：

小児成育医療支援室開設 1 年の経過．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会 2007.6．和歌山 

29. 原田 智，井上徳浩，坂野恵里，中西直之，宮下律子，清水 洋，柳川敏彦，奥野はるな：一過性脳梁

膨大部病変を認めた急性脳症の 1 例．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.6．和歌山 

30. 大松泰生，松島智慧，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉：肥厚性幽門狭窄症様の症状で発症した新生

児サイトメガロウイルス肝炎の 1 例．第 148 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.6．和歌山 

31. 山下純史，大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉： 反復する扁桃炎への対応．第 5 回 紀ノ

川小児科病診連携勉強会，2007.6．和歌山 

32. 北野尚美，柳川敏彦，吉川徳茂，近藤 溪：病院－診療所連携システムと地域連携室の活用 －地域

における児童虐待対応能力の開発と向上を目指して－．第 75 回和歌山医学会総会，2007.7．和歌山 

33. 奥田真珠美，大松泰生，青柳憲幸，宮代英吉，山崎勝利：「ワークショップ２」薬剤耐性菌時代の気

道感染の“常識”を見直す，和歌山労災病院における小児の急性気道感染症の分離細菌と薬剤耐性の

現状．第 30 回 和歌山感染症化学療法研究会，2007.9．和歌山 

34. 熊谷 健，比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂：当院 NICU 退院後の

在宅医療の現状と在宅医療に向けた当院の取り組み．第９回近畿どてら会，2007.10．岐阜 

35. 比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造，神波信次，吉川徳茂：自然退

縮している先天性脳幹部腫瘍の 1 例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

36. 津野嘉伸，神波信次，芳山 恵，吉川徳茂，宮脇正和：臍帯血移植、骨髄非破壊的幹細胞移植を施行

した家族性血球貧食症候群の 1 例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

37. 原田 智，井上徳浩，中西直之，宮下律子：吸入ステロイドの剤型変更により症状の軽快が得られた

乳児喘息の 1 例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

38. 里神慶亮，吉益 哲，濵 武継，坊岡美奈，矢田菜緒子，泉 鉉吉，宮脇正和，南 孝臣，竹井 慎，早

田幸子，寒川高男，古谷保博：気管内挿管にて救命し得た急性声門下浮腫の 12 歳男性例．第 149 回

日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

39. 田中 聡，大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉，安井紀代，上中保博，根来博之：喉後膿瘍

類似症状で発症した川崎病の 1 例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

40. 末永智浩，鈴木啓之，武内 崇，渋田昌一，吉川徳茂，山家宏宣，野田英作，南 孝臣，番 浩：2003

～2006 年の川崎病ガンマグロブリン不応症例の検討．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．

和歌山 



41. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：ACE 阻害薬の関与により急性腎前性腎不全を

来したと考えられる Alport 症候群の 1 例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

42. 古久保和洋，坊岡美奈：長期の長乳不良により希釈性低ナトリウム性痙攣を発症した 6 か月男児．第

149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌山 

43. 島 裕子，大石 興，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉，吉益 哲，南 弘一：1 回の腰椎穿刺で改

善した特発性頭蓋内圧亢進症の 1 歳男児例．第 149 回日本小児科学会和歌山地方会，2007.10．和歌

山 

44. 島 裕子，吉益 哲，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉，南 弘一：１回の腰椎穿刺で改善した特発

性頭蓋内圧亢進症の１歳男児例．第 42 回日本小児神経学会近畿地方会，2007.10．大阪 

45. 島 友子，中西浩一，戸川寛子，尾鼻美奈，吉川徳茂：長期の経過で典型的膜性増殖性腎炎(MPGN)

に移行した非典型的 MPGN の一例．第 36 回近畿小児腎臓病研究会，2007.11．大阪 

46. 宮代英吉，大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，中 啓吾：当院職員における麻しん抗体価の検討．第

6 回 紀ノ川小児科病診連携勉強会，2007.11．和歌山 

 

e）その他（研究会等） 

1. 南 弘一, 柳川敏彦, 古屋万里, 大西真美, 坪倉佳澄, 田島準子, 内海みよ子, 吉川徳茂：小児成育

医療支援室開設後の経過報告．第 29 回和歌山小児神経研究会，2007.1．和歌山 

2. 岩谷 潤, 南 弘一, 田村 彰, 吉川徳茂：アデノウイルス腸炎を契機に発見されたもやもや病

の 1 例．第 29 回和歌山小児神経研究会，2007.1．和歌山 

3. 小松仁奈, 田村 彰, 南 弘一, 吉川徳茂：ミオクローヌスで発症した小児自己免疫性溶連菌関

連性神経精神障害(PANDAS)の女児例．第 29 回和歌山小児神経研究会，2007.1．和歌山 

4. 奥田真珠美：ピロリ菌と胃の病気，胃癌のない日本に向かって．日置川プロバスクラブ 創立５周年

大会 記念講演， 2007.1．和歌山 

5. 奥谷貴弘，平松知佐子，杉本卓也，熊谷 健，樋口隆造，吉川徳茂：脳低温療法を施行した重症仮死

児の臨床像と短期予後．第 27 回和歌山周産期医学研究会，2007.2．和歌山 

6. 津野嘉伸，宮脇正和，大谷陽子，濵 武継，向山弘展，泉 鉉吉，吉益 哲，南 孝臣，番 浩：社会保

険紀南病院における過去 10 年間の新生児外科疾患とその後方視的検討．第 27 回和歌山周産期医学研

究会，2007.2．和歌山 

7. 熊谷 健，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂：正常新生児の便中 pＨと分娩様

式との関係．第 27 回 和歌山周産期医学研究会，2007.2．和歌山 

8. 杉本卓也，平松知佐子，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造，吉川徳茂：経皮的中心静脈カテーテル留置

後に心嚢液貯留を認めた超低出生体重児の 1 例．第 27 回和歌山周産期医学研究会，2007.2．和歌山 

9. 大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉：発熱に伴い一過性血小板減少を来した新生児の１例．

第 27 回 和歌山周産期医学研究会，2007.2．和歌山 

10. 神波信次，芳山 恵，中山京子，吉川徳茂：計画的 2 回の大量化学療法を実施した小児がん症例の検

討－当科における難治性小児がんの治療戦略－．第 5 回和歌山造血細胞療法研究会，2007.2．和歌山 

11. 山家宏宣：小児保健について－診療の場から－ 平成 18 年度 那賀医療圏保健師業務研究会，2007.2．

和歌山 

12. 松島智慧，大松泰生，奥田真珠美，青柳憲幸，宮代英吉：2006/07 冬季に入院を要したノロウイルス

胃腸炎の臨床像．第４回和歌山研修医セミナー，2007.2．和歌山 

13. 末永智浩，鈴木啓之，武内崇，渋田昌一，吉川徳茂，山家宏宣，野田英作，番浩，南孝臣：2003 年

～2006 年の川崎病ガンマグロブリン大量療法不応症例の検討．第 31 回近畿川崎病研究会．2007．3．

大阪 

14. 山家宏宣：小児の救急疾患と小児救急の現状．第 30 回 WA21，2007.3．和歌山 

15. 桧皮谷朋子，野田英作，山家宏宣，口広智一：当院で経験した血液培養陽性例 25 例の検討．第 29 回

和歌山感染症化学療法研究会，2007.4．和歌山 

16. 宮代英吉：てんかんの話．岩出療育園院内勉強会，2007.6．和歌山 



17. 山家宏宣：「小児の頭痛」および「異常行動を主訴に来院した症例」．第 5 回紀ノ川小児科病診連携勉

強会， 2007.6．和歌山 

18. 布居理沙，青柳憲幸，大松泰生，奥田真珠美，宮代英吉，上中保博，諏訪和宏：コッホ現象の４例：

第 11 回 和歌山臨床小児研究会，2007.7．和歌山 

19. 五嶋文彦，南 弘一，吉川徳茂：小腸イレウスをくり返した 6 歳男児．第 11 回和歌山小児臨床研究

会，2007.7．和歌山 

20. 野田英作：小児の腹痛．平成 19 年度那賀薬剤師会勉強会，2007.8．和歌山 

21. 樋口隆造，南佐和子：2006 和歌山県下周産期調査の集計結果．第 28 回和歌山周産期医学研究会，2007.9．

和歌山 

22. 熊谷健，比嘉明日美，平松知佐子，杉本卓也，奥谷貴弘，樋口隆造：胎児エコーで羊水過少、腎無形

成と診断された 3 例の MRI 所見．第 28 回和歌山周産期医学研究会，2007.9．和歌山 

23. 杉本卓也，比嘉明日美，平松知佐子，熊谷 健，奥谷貴弘，樋口隆造，瀧藤克也，中森幹人：当科で

経験した新生児胃破裂の 3 例．第 28 回和歌山周産期医学研究会，2007.9．和歌山 

24. 芳山 恵，神波信次，津野嘉伸，吉川徳茂：家族性（？）汎血球減少症の 1 例．第 3 回和歌山血液フ

ォーラム，2007.9．和歌山 

25. 山家宏宣：小児科の Up to Date．平成 19 年度那賀医師会勉強会，2007.9．和歌山 

26. 野田英作：写真で見るよくあるこどもの病気．平成 19 年度ひまわり園保護者勉強会，2007.10．和歌

山 

27. 南 弘一, 柳川敏彦, 古屋万里, 大西真美, 坪倉佳澄, 辰 郷子, 内海みよ子，吉川徳茂：小児成育

医療支援室開設後の経過と現状．第 8 回和歌山児童青年精神医学研究会，2007.11．和歌山 

28. 村上裕子，岡本江里子，腰田典也，西浦 綾，田村糸央里，早田利彦，森 一成，山家宏宣，池田剛司，

辻 直樹：逆紹介推進のための情報ツール作成を目的としたアンケートの作成．第 12 回和歌山県病院

協会学術大会，2007.11．和歌山 

29. 山家宏宣：当院で経験したノロウイルス院内感染の報告．第 6 回紀ノ川小児科病診連携勉強会，

2007.11．和歌山 

30. 山家宏宣：和歌山北部小児救急医療ネットワーク‘すこやかキッズ’の開始にあたって，第 6 回 那

賀地域医療ネットワーク連携会議，2007.12．和歌山 

31. 西本幸弘：周期性嘔吐症の重症心身障害児と就学．第 17 回紀南小児科カンファレンス，2007.12．和

歌山 

 

（9）研究費交付状況 

1. 平成 19 年度厚生労働科学研究費補助金 課題番号 19110201 医療技術実用化総合研究事業「小児ネ

フローゼ症候群に対する初期治療確率を目指した多施設共同臨床研究と拡大臨床試験体制整備」主

任研究者：吉川徳茂 

2. 平成 19年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業「進行性腎障害に関する調査研究」

代表研究者：富野康日己 分担研究者：遠藤正之，川村哲也，小山哲夫，斎藤喬雄，西村裕之，林 

松彦，東原英二 研究協力者：吉川徳茂 

3. 平成 19 年度科学研究補助金 基盤研究（C） 課題番号 18591199 小児ネフローゼ症候群における

糸球体上皮細胞スリット膜関連分子の分子生物学的研究 研究代表者：吉川徳茂 研究分担者：中

西浩一，佐古まゆみ 

4. 平成 19 年度科学研究費補助：基盤研究(C) 課題番号 18591164 研究課題名：川崎病血管炎にお

ける血管平滑筋細胞特異自己抗原の解明 研究代表者：鈴木啓之，共同研究者：武内 崇・南 弘

一・吉川徳茂 

5. 平成 19 年度科学研究費補助：基盤研究(C) 課題番号 18591200 研究課題名：川崎病発症時にお

ける腸管内スーパー抗原遺伝子の研究．研究代表者：武内 崇， 共同研究者：鈴木啓之・南 弘一・

吉川徳茂 

6. 平成 19 年度科学研究補助金 基盤研究（C）課題番号 19591218 研究課題名：溶血性尿毒症症候



群に合併する急性脳症の発症におけるグリア細胞の研究 研究代表者：南 弘一，共同研究者：鈴

木啓之，吉川徳茂 

7. 平成 19 年度科学研究費補助金 基盤研究（C） 課題番号 1759111 研究課題名：先天性ネフローゼ

症候群における原因遺伝子と発症機序の分子生物学的研究 研究代表者：中西浩一 

8. 平成 19 年度科学研究費補助金 基盤研究（C） 課題番号 19591286 研究課題名：新生児慢性肺疾

患治療法の開発：NO 吸入療法による肺線維化の抑制 研究代表者：奥谷貴弘 

9. 平成 19 年度科学研究費補助金 若手研究（B） 課題番号 18790730 研究課題名：多発性嚢胞腎に

おける尿細管上皮細胞極性欠如の分子生物学的機序解明 研究代表者：佐古まゆみ 

10. 平成 19 年度科学研究費補助金 若手研究（B） 課題番号 17790719 研究課題名：造血幹細胞移植

後のウイルス感染症早期診断法の研究 研究代表者：吉益 哲 

11. 平成 19 年度科学研究費補助金 若手研究（B） 課題番号 18790731 研究課題名：N－カドヘリン・

エンドサイト－シスしよる神経シナプス可塑性の制御機構 研究代表者：泉 鉉吉 

12. 平成 19 年度財団法人生存科学研究所川崎病研究会・特定非営利活動法人日本川崎病研究センター共

同研究助成金 研究課題名：川崎病発症時におけるスーパー抗原関与についての研究～急性期患児

の便中スーパー抗原遺伝子の検索～ 研究代表者：末永智浩，共同研究者：鈴木啓之，武内 崇，南 

弘一，吉川徳茂 

13. 平成 19 年度和歌山県立医科大学若手研究支援助成 研究課題名：ヒト多発性嚢胞腎相同遺伝子モデ

ルにおける：尿細管細胞極性欠如の分子生物的機序解明 戸川寛子 

14. 平成 19 年度 大学院教育改革支援プログラム「人間科学データの包括的専門教育」大学院学生デー

タ収集・解析支援資金：子どもの養育に対する青年期日本人の意識に関する研究 研究代表者：北

野尚美（大阪大学大学院人間科学研究科グローバル人間学専攻人間開発学講座博士後期課程） 


